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人 間 ・ 教 養 の 語 誌

要
"" 
目

大 野 透

日本語化した漢語 ICは 日本語独特の転義を示すものが多いが， 1人間J 1教養」

もその例である。

「人間J(InUJは処を表し， アヒダを表さない)は， 元来は， 人の住む処， 人

間界を表したが， 日本語化して， 院政期頃 IC， 人11\]界の住民・ 人類を表し得る綴

ICなった。 人1m界とも人11日界の住民とも解し得る例が多かったから で あ る。「人

間」は更に， 集団を成す人， 人一般， 人といふもの， を表し， 遂には個人をも表

すIC至った。

「教義」は， 元来は， 教へ育てる'fiを表したが， 洋語， 殊lζ英語のculture(cuト

tivation， cultivate なども関連)などの訳語 Iζ慣用されるに至って， その作用の

対象が能力等lζ及ぶ様lとなり ( もとは人 IC限られる)， 遂には， その作用の結果

( 個人の身 ICついたもの)を表す現代的意味を持つまでになったので あ る。 転義

の例は明治中期の遺文 IC既に見える。 現代的意味がほぼ確立したのは大正J�Iであ

る。

「人mlJ1教養」は現代 IC於る重要概念であるが， 両語の現代的語義は 日本語lζ

於て始めて生じた事 IC注目すべきである。 小論では， 1人間J IC就ては， 人界(原

義)→人類→ 個人と転義した事を時代的 IC砂1;かにし， 1教養J 1ζ就ては， 1教育J

IC類する原義から， 英語culture等の訳語としての使用によって， 現代的転義が

発生したJ)Jを述べた。 従来乙れらの事実に就て明確に説かれた事はない。

「人 間」

日本国語大辞典は 「 人間 J(ICんげん) の条で， 1①人の住む世界。世の中 。世間。 人間

界 。じんかん 。」として，

( 1 ) 夜快雨 。先是， 数日不雨 ， 田畝頒苦， 今日 人間歓喜， 以為冥感也(文徳実録， 天安

元年八 月壬辰) (1数 日J は七 ・ 八月の記述から は「数旬J が適当。 国!k大系は「数月」

とする。 ( 大野註)) 

(2 )香のけぶりは仏をむかへたてまつる伎な り 。 人間はくさくけがらはし 。まさによき

香をたくべし (観智院本三宝絵， 下 )

(3 )わ がする乙とを人間のほめあ がむるだに輿ある事にてとそあれ (大鋭， 二， 笑顔)

( 4  )人間のあだなるならひは， 今更おどろくべきにはあらねども (平家， 泌頂， 六道之

沙汰)

(5) 1 人間天上の中に， しばらく諸仏と呼ばれ来り， 鬼畜と呼ばれ来るJ(伝光録， 馬嶋
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( 2  ) 人間・教養の語誌

($者)

などの伊lを挙げ . í②人界に 住むもの。 ひと。 人類。」として，

(6 )われわれは何者とみえますといふ。 人間と見ゆ ると申 (好色一代男， 五 ・六)

( 7  )大 和の源九良きつね がためには 姉也0・・・ 其身は人閣のどとく (西館諸国はなし，

一・七)

などの例を挙げる が， 次の如き例を繍充すべきであって， 説明も不足である 。

( 8  )天上・ 人間ニハ子 有 ノレ 人ヲ富 人 トス (今昔物語， 一・一四)

(9 )天 人ハ目不瞬カズ， 人間ハ目瞬ク (同， 五 ・三)

(10 )汝ヂ前 世ニ弊キ牛ノ身 ヲ受 タ リキ。……汝ヂ 人間ニ生レテ沙門 ト成テ ([可， 七・

四)

(11 ) 其/二 人， 一人ハ既ニ選テ 人間ニ生タリ， 一人ハ地獄ニ有リ (悶， 七 ・一九)

(1 2)人間ノ書ノ如キ也 (同 ， 九 ・三一)

(13 )山ノ中ニシテ道ニ迷テ東西 ヲ失ヒツ・ '" 慾ミ奉ノレ所ノ本尊ニ人間ニ出ム事 ヲ祈請ス

([司， 一三・ー)
t1/:もの うろ〈づ 釘しむは勺ひ おしきたか与

(14) 山野の獣， 江河の鱗iζいたるまで ， 命を惜習也。 まして人聞には 命 IC過て惜宝

は何かは有べき (保元物語. '1'. 1..\義最後の事)

( 15)人聞は 命の長を悦とす。 我一人は 歎とす。 春日大命神， 願は 老の命を召とらせ給へ

や (問， 下， 左府の君i主. . . ...)

(16)穴怖， 人間の人とはみえず 。愛宕・ 高雄の大天狗など が- … (問， 下. 1..\朝・・・田・・)

(1 7)畜類なを故郷の名残をおしむ。 いかにいは んや 人聞にをひてや(平治物語， 下 ， 頼

朝 i卓 流の 'JJ }

(1 8 )天 人の五衰の悲は， 人聞にも候ける物を(平 家 物語 ， 瀦 頂巻 ， 六 道の沙 汰)

(1 9)去テモ定ナキハ 人間ノ習 …人間ニ帰ラパ再ピ夫婦ノ契ヲ結ピ，浄土ニ生レバ…­

(太平記， 一， 頼員四忠事)

(20 )天上ノ五衰人間ノー炊 (向， 三， 主上御没落笠也事)

(21 )更々 人間/類ニテハ不可有， 只天 人/化シテ此土ニ来物ナノレベシ(同， 三七， 臼山

入道 …・)

(22)死此 生彼， 天上 人間禽獣魚虫ニ生ヲ替テ (向上)

( 23)竹も生ある物， われも生ある 人間(義 経 記 ， 五， 吉 野法 師 ーーー )

人間は， 元来は ， 人の住む処 ， 人間界を表し 一一聞はほぼ 卜コロ Iζ当り ， ある程度以上

広い処を漠然と表す。 揚雄「方言」に「 斉宋之間J などの用例 が多い事を参照一一， 本来

の漢詩としては ， 自然界 lζ対する 用語の傾向 が著しく (斡非子， 解老「襲日IJ不能 知冨震之

符. �工日IJ不能免人lliJ 法令之制J). 輪廻感を伴はないが. 仏語としては， 六道乃至五道中の

人間(人道 ・ 人界) を表し ， 輪廻感を伴ってゐる。 以上 が中国語の人間 の語 義 で あ る。

「人間」は日本語 化してニンゲンと言はれて来たが(漢文直訳体で はジンカン) . 起 源的に

は仏語系である 。人間(ニンゲン) は， 人間界の住民(全体) . 人類， 集団を成す 人 ， 人

一般 ， 人といふもの， を表すに至ったが ， 明瞭に偶人(殊lζ特定の個人 ) を表す例は明治

以後に現れる事lζ注意すべき で あ る。 慶長版伊曽保物語 (1['. 一五 ) íされば人間天道lζ
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( 3  ) 

あふぎ申けるは……人問答云 ・ ・・・」の「人間」は訳書に於る特例であるが， 単なる「ある

人Jではなく， 人類に相当する存在を表してゐる(英 語 の 無冠詞のman Iζ相当する場合

の ラテンf!i homo)。 江戸期では浮世風呂(二編巻之下 )íわっちも虫を 持居る人間だから」

に於る如 く人の或る類型を表す例(述語的用法 ) は見 ら れ る。 日葡辞書は nin g uen を

gene ro human o とし、 英和対訳袖珍辞書(初版本等 ) は h uman k in d， man kin d を人間

(man を人 ) と訳す事を参照すべきである。 次に先掲の諸例IL就て述べる。

(13 )の人聞は自然界iζ対する用語であって . 非仏語系の面も強いが， 仏語系とも見られ

る。 (13 )以外の諸例は明かに仏語系である。 今昔物詩集ー(日 本古典文学大系 )430頁は人

間の条で . r人間J は室町最末期lζヒトを表すやうになったとするの が通 説な がら(日 本国

語大辞典 は 江戸期 の 例 を示すのみ)， ( 9 ) の例はヒトを表すのではないかと述べてゐるが，

(14) (15) (1 7) ( 18 ) (21 ) (23 )の例と同じく . ( 9 )の例はヒトを表してゐる。院政期頃にはヒ

トをも表し得るに至って ゐ た の で あ る。 ( 3 )の例もヒトを表しさうであるが， 東松本lζ

「わ がする乙とを人聞にほめ あ がむるだに輿ある事lζて 乙 そ あ れ 。 まして神の御心にさま

でほしくおぼしけむζそ， いかに御心をどりし給けん Jとあるの が正 しく， ヒトの世， 世

間の意である(乙 の ヒト は 神lζ対す )0 (23 ) の人聞は述 語 的 用語で， 前 渇の浮世風呂の例

と同じく明確に個人を表すものではない。 人聞 が人間界の 住人を意味するに至ったのは，

( 1 ) ( 2 ) ( 4 ) (10 ) (12 ) (19)に於る如 く人間界を表す「人間J がその 住民を表すとも見られ

る例が多かったからである。 (22 )の人聞は天上に対しては人界であり， 禽獣魚虫IC対して

は人である。 仏語の人聞は， 人界を表す函では天上 ・地獄・畜生道・冥途・浄土等iζ対応

し， 人を表す面では仏・神・天人・餓鬼・畜生(動物 )・草木(値物 ) 等に対応する用語で

ある。 ( 1 )( 2 )の例は仏iζ対応し. ( 4 )の例は仏と浄土lζ対応し. ( 5 )の例は仏・鬼畜・

天上lζ対応してゐる。 ( 3 )(15) の例は神K， ( 9 )  (18 ) (21 ) の例は天人lζ. (10 ) (14) ( 1 7) 

(22 )の例は畜生lζ. (16 )の例は大天狗IC. (23 )の例は植物(竹 )1ζ対応してゐる。 ( 5 )(8) 

(20 ) (22 )の例は天上lζ. (19)の例は浄土lζ司 (11 )  (12 )の例は地獄乃至冥途iζ対応してゐる。

「人悶」は中世までは概ね仏語の性格が箸しい(キリシタン資料 は 例 外 )。

和辻哲 郎「人間の学としての倫理学J18頁は. r前 にあげた仏教の輪廻観は. 衆生の経

めぐる世界を地獄中， 餓鬼中， 畜生中， 人間. 天上の五界， 或は阿 修羅を加へて六界とし

た。 ……と 乙ろで漢訳経典はしばしば lo kaの訳語たる『中』を省略して. 地獄・餓鬼・

畜生・人間・天上といふ如くlζ二字をhiÎJへて並べてゐる。 そとでは人聞 が直ちに畜生・餓

鬼等と対立せしめられる。 さうして と の形に於て六道の思想は平安期より武家時代に至る

日本人の人間観を支配してゐたのである。」とし、ふ事によって. r人間 J がヒ卜を意味する

に至った事を説明しようとするが， 認め難い。 かかる対比は場処の対比である事 が常lζ明

かであって ， 場処とその 所属者との混同は起り得べくもなく， 事実， 和辻 説の裏書となる

様な日本語資料は全く存在しないのである。 「人間J の転義は既述の理由で起ったのであ

って(日本人のrli\JJ の 語義 の 把慢 が暖l沫なτJHζ関係 ). 先掲書19・20頁はその事にも着

目してゐる(引用例 は新し過ぎ る)。 該.;t}1 7頁は( 3 )の「人間の」を「人間の人のJとす

るが ， r人間に」 が正しい。 因lζ， 洋語， 伊lへば英語 w orl d では， 世界→世界の人. の如

き転義が見られる。
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(4 ) 人間・教養の 語誌
ニンゲン

人聞は江戸期lζは仏語系 用語の面 が 次第 に弱まって行った。 江戸期で注意すべき事は，

日本国語 大辞典に「③ 人倫の道を堅 持する生真面目な人。 堅物。 *雑俳・続折句袋『 人間

で一生仕廻ふ不器量さJJ *雑俳・折句柱『 人聞に仕てやる慈悲はむごふ見へ』とある如き

用例 が生じた事である。 此にも仏語系 用語の面は認められ(餓鬼・高生などと対照 的 ). 人

の特殊な類型を表してゐる。 真人間なる語 が生じた事も注意すべきである。

「人間J ICは明治 以降新しい 用法が生じてゐる。 「あの 人間はりっぱだ」の例の如く特定

の 人を指したり . í彼は人聞 がよくない J の例の如く人柄を 表 し たり， 人を讃めて「彼は

人間だJ と言 ふ伊lの如く人間らしい 人間， 人 間性の すぐれた人を表す 用法は新しく， 又

「人間」の観念にも近代 的或は西洋 的な観念の影響 が認め ら れる。 日本国語大辞典は「④

見ど乙ろのある人。 人物。 人柄。」としてゐるが， 乙の 「 人物 Jí人柄」は「見どとろのあ

る人J Iζ通ずる用語らしく， 岩波国語辞典 が「①. .. . . . @ 人 がら。 人物。 『ょくできたーー

だJJJ とする「 人 がらJí人物」とは 異 る。 「ょくできた人間だJ 式に類型を表す 用法(述 語

的 )は江戸期ICも見られる。

人聞は国語辞書には普通見えないが， 日本国語大辞典には 「 人の住む世界。 現世。 世間。

*凌雲集ー泰 和観佳 人閥歌御製〈小野与守> If'還知 人間仙路近， 重見桃李 目前 生JJ*太平記

一二六 ・妙吉侍者事『神陵 三月の火， 九重の雲を焦し， 泉下多少の宝玉， 人間の塵と成に

けりJJ*花柳春話〈織問純一郎訳〉二六『 其慈顔曙光を帯びて亦 人間の物と認め得ずJJ *韓

非子一解老『……JJJとある (花柳谷話の原文の仮名は片仮名で. r人I/UJ とす る)。 漢文

直訳体乃至準漢文直訳体に於る「人間J で， 而も非仏語系 用語であるから， ジンカンと読

むのが妥当である。 日本の古い漢文に於る「人間」の例としては， 外iζ経国集， 奉 和太上

天皇青 山歌「富貴 人間如不義J. 本朝麗藻， 下， 過秋山 「 人閣総岨甚山河 J など の 例 があ

る。

尚， 中村元「仏教語大辞典」 の 人聞の条は「①人びとの間」として「生於此人間J í使

出山林遊於 人間J などの例を挙げるが， 適当な解釈ではない (外ICも 不適当な点 がある) 。

大漢 和辞典は「①人の世。 世間。 俗界 J í②人。 人類。 俗 iζ誤っていふ。 Jí③民間。 ……」

としてゐる。 中国では. í 人間 J は人類を表す事はなかった (現代で は 古 語)。

「教 養」

杉本つとむ「現代語J (昭和38年)384頁には 次の 説が見える (同氏の35年明Jí日本 語 の

再発見J 27 1 -274頁参照)。

教養という 語は， 古く「孟子J(世紀前三) に〈 英才ヲ教養ス〉と見えます が， とれ

は教育の意味ですから， 現代の教養とは関係がないといってもいいでしょう。

昭和十一年刊の「教育学辞典J(岩波書応) にある教養の解 説ではど教養といふ詞は

現代の造語といってよく・・・〉とみえます。 すると近々十五， 六年のととばという こ

とになります が， これはす 乙し新しすぎます。 私のみた限り大正 三年刊の「外来語辞

典」にある〈カノレティヴェーション c ul tiv ation 耕作 ・栽培・養成・教養・研究・改

修〉 が一番古いようです。
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(5 ) 

〈教養〉は， 一…おそらく， 大正初期iζドイ ツ 哲学， 特ICニーチェの作 品の翻訳が

多く手がけられ， そ の 過程においてドイツ 語 K ultur とか Bil d un g から訳出された

ものではないかと思います 。本来はく( 心を) 耕す〉で， さらに 英語 c ul ture の訳語

( 文化 とも) ともなって流布したのでしょう 。

また日本国語大辞典は教養の条で， í①( ーす る) 教え 育てるとと。教育 Jとして， 中村

正 直訳「西国立志編j( 明治3 -4年) などの例を挙げ， í②学問， 知識などによって養われ

た 品位 。文化に関する広い知識 。Jとして， 長 与善 郎「青 童相の基督j ( 大正12年作， 昭 和17

年改訂) の例等を挙げてゐる( ①の教養を教養A， ②の教養を含み ， 教養A以外の教養を

教養 Bとす る) 。

上記によれば， 教養 Bは大正期lζ生じたかに見えるが. 事実はさうではない 。教養 Bは

教養Aの転 用なので( ともに漢文直沢体と関係深い)， 先づ後者iζ就て述べる。

教養Aは， 漢文では孟子組岐設( 後主主)などに見えるの が古い例であるが， 元来は教導養

育を表し， 子 ・孫の教養lζ限られるの が例であったが， その 傾向は残るものの， 次第に広

義化し， 適 用範囲 が広まってゐる。「教育」の現存最古の例は孟子. 尽心上 「得天下 英才 ，

而教育之j( 修本氏 は引用を誤 る) であるが， 英才を教育するとある事IC注意される。

日本lζ於て教養Aの使 用が目立つのは江戸後期以降であるが， 一部の知識人に 用ゐられ

たに過ぎない 。横井小楠「学校問答書j( 嘉永5年，即ち185 2年。明治元年は1868年)の「教

養の道は行れ不申j í教授を助て諸生を教養す」にその例が見られるが， 万延元年(1860 )

iζ遠州掛川落 が文武教場の総名として教養館の名を用ゐた事も想起される。尚 . 貝原益軒

「農業全書叙j(元緑9年，1696年) の 「聖人之政在教養二者而己実， 而論其序員リ養為先教

為後jの教養は教と養を分けて考へてゐる。教養Aは大正期以降 次第に衰へた。

教養AIC代って教養 B が勢力を得て来たが( 教養A ，Bの消長は相関関係 がある). その

古い例は明治 期iζ見えるものの， 当時. 其の使 用者は教養Aの使 用者よりも更に稀であっ

た (少くとも著名人lζ 限れば)。教養 Bの古い例を 次IC挙げる( 論旨に支障ない限り， 表記

は必ず しも原拠に忠実で はない) 0 ( 1)-( 6 )は徳富蘇峰. ( 7 )  ( 8)は北村透谷の作であ

る。

(1 )天下/青年ヲシテ知徳完美ノ教養アノレ人民タラシメンコトヲ希望 スJレハ(明治 18年

の「第十九世紀日本ノ青年及;Jt・教育j. 明治20年の「新日本之宵年j IC再録)

( 2  )品格を存養するの道は， 喰だ 品性の教養にあるのみ ( í品絡j. 明治 26年「国民之

友j 200号所載)

( 3  )吾人 が今ままに理性の教養を主張するは， ……実iζ理性の教養ある人士の活ける典型

にあらずや (í理性の教養j. 明治33年「日曜講談」所載)

( 4  )然も 品性彼が如く， 教養彼が如き人に対しては ………実(C教養の二字は， 君』ζ於

て 其の権化を見出したるが如く恩はるるなり 。教養とは何ぞ 。此の世の中に， 古より今

に到る迄， 言 はれ， 且つ考へられたる最善の思想、を吸集する乙と是れ也 。( í 大西操山j，

明治33年)

( 5  ) 況んや 其の内容に至りでは， 漢学以外若くは以上の教養を以て， 之れ が成分となす

に於てをや ( í敬字文集を読むj， 明治36年)
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(6 ) 人間・教養の語誌

(6 )直接其の専門に関係 薄 き方面の教養1( ， 力を用ふるは (1 社会と美術家j， 明治4 0年)

(7 )人間の教養十回(1エ7ノレソンj， 明治27年)

(8 ) 旧式に泥み， 旧法 lζ拘はる 所講宗教的教養なるものは彼の遂 に自ら 堪ゆ る こと 能は

ざ ると ころなり 。 (向上)

上記の例は ，江戸期までの正統的な教養Aとは 異 つてをり， (2 )も 示す如く ， 英語 culture

(cult ivat ion， culitvate等も 関連注1)等の訳出K由来する用語である。 culture Iζ就ては ，

Webster's New Worl d Dict ionary ( 1960 )は 次の如く説明してゐる (関連部分のみ)。

5 . improvement ， ref inement， or development b y  stu dy， trainin g， etc. 6. t he trai­

n in g  an d ref in in g  of t he m in d， emot ions ， manne rs， taste， etc. 7 .  t he result o f  

this; refinement of t hou ght， emot ion， manne rs， taste， etc. 8 . the conce pts， 

hab its， s kills， arts， instruments， inst itut ions， etc . o f  a given pe o ple in a given 

pe r io d; c iv il iz at ion. (以下， culture 5 などと引用)

culture 5 の場合は， c. of t he m in d， c. o f  goo d  manne rs， intellectual c.などの如き限

定表現になるが ( process を表 すのが普通であるが resultも表し得る)， cul ture 6 ( pro­

cess)， 7 ( resul t)の場合は absolute IC cu lture とのみ言ふ事に注意すべきで， 現今普通に

使はれる「教養」は culture 7 である ( result を表 すculture 5 の事もあるが， culture 

61L当る用法 は今 はない)0 ( 1 )の例は culture7 に， (2 ) (3 ) (5 ) (6 ) (8 )の例はculture

5 IC当 ってゐる 。(4 )の教養は culture 6 ，7 Iζ 当 るが， 第一の例は 寧ろ culture 7 IC当り，

第二， 第三の例は， 注目すべき 説明 文からは culture 6 に当 ってゐる。 (7 )の「 人間の教

養 J は Eme rson の講話(1837年)の題名Human Culture の訳であって ， 乙の教養は .

実質的には， 限定された culture 5 ではなく， cu lture 6 である (culture 7 の面もある)。

英語 culture は， ドイツ語 Kultur と 異 って， 1 9世紀前半 には文化 (culture 8 )の意味を

確立してをらず ， OED は1933 年のSupplement IC於て始めて culture 8 を認めた程で

ある (フランス語culture IC於る文化 の意味 の発生 は英語よりも更に後れる) 事に注意す

べきである。尚， 阿部次郎「聖フランシスとステンダーノレJ(大正3年) には教養Aの延長

である「自己教養」の例が 克え ， 厨川白村「芸術としての漫画j (大正 10 年) の「 一国の

文化教養 J Iいつも真の教養の足らないJ には culture 7 に当 る教養 が見えるが， 1一国の

文化教養」は特 異 な表現である。

culture 5-7 は広義の教育 IC関する用 語 であるが， 明治 期に多 用されるに至った「教

育 」は 慣用的用法が確立するにつれて ， ソダテJレの意が 薄 れたので， ソダテノレ・養成スJレ

の意の著しい culture な ど (英語cult ivate， cult ivat ion， 仏語culture， 独語Kultur，

Bil dun g等も含 み得る) の訳語として 「教育 j Iζ代って「教養 j ( 少くとも 明治期頃まで

はソダテノレの意が強かった ) が 次第 に 用ゐられる様になったものと考へられる 。教養Aの

対象は人であるが ， 訳語としての教養は， その対象が 能力などにも 及び， また教育の結果

( 個人の身についたも の) をも表すに至ってゐる (既掲 の用 例 を参照)。 尚， culture Iζ就

て， 英和対訳袖珍辞書 (文久2年， 1862)では 「耕作， 育 殖 ， 教導， 修養j， 和英語林集成

(慶応3年， 1867 ) では「学問， 教育， 文 雅j ， 附音挿図英和字実( 明治 6年， 1873) では

「耕種， 農業， 修行， 教育， 教化」とある如く， 比較的古い英和辞書lζは， culture Iζ教養
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( 7 )  

なる訳語 が見えない事 IC注意すべきである。井上英和大辞典 (大正4 年) は c ulti va te を

「白修める， 練 磨する。 養成する ， 教養する (能力・ 技芸・人 物 ・知己等を)o Jと訳して

をり， r教養」 が訳語となる事によってのみ広義化した事 が窺はれ る。 現今の「教養」は

c ul tur e などの結果を表す 用法に由来する意味 IC限られてをり ， 而も自己教育の結果を表

す面が強く ， 例へば「教養のない人J と「教育のない人J とは同じではない。 現今の「教

養J を教養 B'とする。

きて， 教養なる語は国語辞書界では， 高橋五郎の明治 20 年以降の諸辞書の例を除けば

明治末になって漸く認められ 始めたに過ぎず(明治4 0 年「辞林J， 明治4 1年「乙とばの いづ

み， f曽訂版 J)， 而も教養 B が認められたのは昭和10年代である。 言海は勿論， 大言海(昭

和7 - 10年) も「教養」を登載せず， 大日本国語辞典は昭和14 - 16 年の修訂版IC於ても教

養 Bを認めてゐない。 ただ「言泉， 改修版」 が第二巻(大正10年) Iζ於て， r教養」の後lζ

「教養過度 J(独Ue ber kultur)・「教養館 Jを挙げるのは異とするに足る. r教養J は漢和

辞書では大正期から見え 始める(大正5 年「詳解漢和大字典J IC は教養の 項はないが ， 教

育の 項 IC教養を同義語 としてゐる)。 昭和14 年「新字鑑 J の教養の項にはrHをしへそだ

てる。 導いて善に進 ませる。〔孟子尽心 註〕一二一英才ー。 同教育。 又. 修養。」とある が

(杉本氏は 孟子註を 孟子と誤 る)， 修養とあるのは教養 B IC属する 語義である。 かういふ例

はあるものの， 漢和辞書iζ於ても現代 的な教養 B' の 語義が認めら れたのは戦後である。

哲学字震 は初版(明治 14 年)・再版(同 17年)・三板(同45 年) の全てに於て「教養」を使

用せず， Sc ie ntif i c  c ul tur e を科学修練と訳してゐる。

外国語関係の辞書では「教養」は明治10年代 以降に(教餐 Bの 例は大正期IC) 現れ 漸 次

増加す る。Lo bscheid の英華字典(1866 -69)は ed uca te ， trai n ( up)等を「教養 J(教養A)

などと訳すので， 乙の字典 IC基いた日本の辞書では， 明治 前期にもζの訳語が見えるが，

純粋の日本 語としての 用語とは言ひ難い。 例へば， )レマレシヤノレ「和仏大辞典J (明治 37

年) は「教養する」を (El e ver ，f orm er ， i ns tr uir ， fair e  I'éd uca tio n de )と訳して， ソダテ

ルを同義語としてをり， とれは教養Aの例である。 藤井信吉「二十 世紀独和辞書J(明治4 0

年) では， Bil d ung IC教養の訳はなく(Mann vo n f ei ne r B を「教育アル人」と訳す )，

K ul tur Iζ「①耕作。 ②栽培。 ③教化， 教養。 ④攻修， 修練。 ⑤文化。」の訳がある。 乙の

教養は教養AIC止るものの 様である。 山口 ・ 入江「註解和英新辞典 J(明治40年) は「教養

する」を(To ed uca te ， to bri ng up )と訳してをり， 教養Aの例である。 小田切・ウォー

ノレファーノレト「新訳註解和独辞典 J(明治45 年) は教養を dieEr zieh um g と訳し(r教育の

ある」を ge bi lde tと釈 す )， 登張信一 郎「新式独和大辞典J(明治45 年) は Er zieh ung を

「教育， 教訓， 教養 J， ge 凶ig ge bilde tを「教育 あ る， 教養 の あ る … J， ge bi ldet er 

Me nsch を「教養ある人. 上 品な人J(Bi ld ung IC教養の 訳は江い)と訳してゐる が， 此等

の教養も教養AIζ属してゐる。「教養(の) ある」の教養は伝統的 用法とは異るものの， 乙

の場合「教育ある」の教育 IC通ずると認められる。 「教育(の) あるJ は「教育を受けた」

位の意味である注2。 井上英和大辞典は c ul ti va tio nを「白教養， 養成， 教化。J， cul tur e  

を「同教化. 教養， 修養。 句研究， 修練。 円開化， 文化. 文明。」と訳してをり， ζれだ

けでは， r教養」 が教養Aである事も考へら れ る が， 既掲の c ul ti va te の訳により教養 B
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(8) 人間・教養の語誌

の函も 持つ事 が推せ ら れる(教養 B'をも意味し得るかは不明)。 井上十吉「新訳和英辞

典 J(明治4 2年)には「教養(する)J の項はない。 杉本氏引用の外来語辞典の 「教養」は教

養AIC止るかと恩はれる。

武信 和英大辞典 (大正 7 年) は， 教育を (Ed出u陀cωatlO∞n】; [教授] i泊ns坑tr叩uc凶tlO叩n; [訓練].

t灯ra幻inin昭l沼g; [教養] c∞ul山ltur e払.ふ 「教育する」を 〈但Ed出ucωat怜e; instruct; train; brin g u p  (仕

込む) .)と訳 しι ， 教養を 〈令c凶u叫Iltiv刊a飢叩tio叩n; cα叩ul山ltureω). 1教養する」を cultivat e. 1教養のある

人」を ( a man of cul tur e) と訳してをり. 1教養」と cultur e などの結びつきの強さ が

感じられるが， 乙の 「教養Jが教養 B の面を 持つとの確認は出来ない。 斎 藤和英大辞典

(昭和3 年) が教育を (Education; br eedin g; cultur e). 1教育ある人」を ( an educat ed 

man - a man of cultur e). 1教育の無い人」を くan un educat ed man - an uncultur ed 

man). 教養を cultur e . 1教養するJ を t o cultur eと訳す事に就ても同 様である。 辞書

によっては. cultur e 等と「教養」との結びつきは必ずしも無く . 例へば ， 藤 岡勝二「大

英和辞典」第 一 巻(大正10 年初版， 昭和7年訂正印刷) では. cultiv at e. cultivati on. 

cultu reの訳に「教養」は用ゐられてゐない (但し. cultur el ess に「文化ノナイ， 教養ノ

ナイ ， 野蛮ナ， 未開IJとある)。 三省堂英和大辞典(昭和3 年)では . cultivat e IC 1同教

化スノレ， 薫陶スノレJ(1教養スノレ」 は見えない). cultiva ti on I乙 「同教化， 教養， 薫陶J.

cultivat or IC 1同教化者 ， 教養者 ， 薫陶者J . cultur e Iζ「教化 ， 教養 ， 教育 ， 陶冶J.

man of cultur e  Iζ「教育アノレ人J. cul tur ed Iζ「教養ノアノレ， 修養アノレJ(動詞の cultur e

Iζ「日教化ス'v. 教育スルJ). culturist IC 1耕作者， 培養者， 教養老， 教化者」の訳が見

えるが， 此 等の「教養」は教養Aである(1教養スノレ」が見えない事に注意)。 昭和 10年ま

での外国語関係の辞書lζ於て ， 教養 Bの面を確認し得る「教養」の例は掃であり ， 現代 的

な教養 B'の確実な 例は皆無であるが， 岡倉由三郎「新英和大辞典」新版(昭和 1 1年)に

は教養 B'の確実な例が見られる。 同辞典では. cultivat e Iζ IB [比開設的] 1) (才能・

趣味 ・風俗 ・ 習慣などを) つちかひ養ふ， 養成する . (精神を) 教養する， 修養する . (品

性を)極養する， 練磨する ; 2) (人を) 教化する， 啓発する . (…IC) 教 養 を 与へる J.

cu!tivat ed Iι12)教化されて(ゐる). 洗練された ， 教養あるJ . cultivation IC 13) ((比輸

的》養成， 教養， 教化; 修練 ， 修養 ， 研鎖; 洗;煉， 高雅 ， 上 品J. cultural Iζ 12)修養上

の， 教養 的; j啓発 的 ， 教化 的i人 文上の ， 文化上の J. culturally Iζ「指養上 ，教養上J .

cultur e  (名詞)に 13)((比略的)) (心身の)陶冶; (教育・訓練等 IC依る) 修 練， 修 養 ， 教

化. (個人の) 教養; (態度などの)優雅 ， 洗煉J . cultur e (動詞) Iζ 1 1) 教化する， 教養

を 与へるJ. cultur ed Iζ11) 教化 された， 教養 (文化) を有するJ(a cultur ed man of 

sci enc e IC 1教養ある科学者J) の訳が見えるが ， 明かにI(精神を)教養するJ (cult iv at e) 

の教養は教養 Bであり. 1教養を有するJ (cultur ed) の 教 養 は現 代 的 な 教養 B'である

(他の「教養」は必ずしも教護 B IC限られるわけで はない)。 ただ ， 当時の一般人にとって

は， 教養なる語は教養 B'を意味してゐて. 1 (精神を)教養する」は耳遠い表現だった は

ずである。

「教養J は明治 以降 次第に教養 B'の意lζ定って行ったが ， その 語義が殆ど確定したのは

大正期と考へられる。 昭和 期 にも「教養」を教養AIζ類する意味に用ゐる人はゐたが， 昭
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(9 ) 

和15年に安倍能成「青年と教養J( í 高等学校と 教養」なる一文も見え るが， 同容の 「教養」

i立教養 B') が上梓された当 時， í教養J IC教養Aの原義が ある事 を知って ゐる青年がゐ

たとしても， 極めて例外的な存在であったと考へられる。

杉本つとむ「日本 語 再発見J 272 頁は， 大正3 年干IJ í外来語辞典」を引 用し， 更に，
て7てF

大正十年刊「外国語の字引J( 高橋謙三 著) にはくカノレチュア cwltur e教養， 修養と

訳する， 教化 ， 文化などの意にもなるし， また培養の怠にも 用いられる〉と説明され

ま だ多義的であった と とが わ か る。 カルチュアが一般に教養といわれるようになっ

たのは， どうも どく新しいらしい。 昭和八年刊「議必要新語辞典 J ( 川上竜一著) Iζ 

〈カルチュア- cu ltur e教養 ， 文化， 一般には教養の事を云ふ， つ まり 組識的教育のこ

とである。〉ーーともかく明治 十四年刊の「哲学字業 J ( 井上哲次郎他) ほか， 哲学や

教育学関係の辞典 ， 英和辞典 類を調べたが， ついに見出す ととができな かった。 上で

あげた辞典は， いずれもハンディーな通俗外来語辞典である。 一応 大正時代に教養の

諮が使われたととがわ か るが ， たとえば大正十年刊 íCom pl et eE ngl is h  Japa nes e 

Di ctio nar y  ( 藤岡勝二著)Jなどでは(cultur e 教化. 文化 . 教育， 訓練〉とあって，

教養の訳語はない。 いうな らば権威ある辞書より ， 多少ちゃちで， ジャーナリステッ

クな， きわものに教養の語が見出せるのである。

と記してをり ， 批判すべき点が多い。 「外国語の字引」 の 説明では「教養」が現代的な教

養 B' であるとは確認されない。 「まだ多義的」とするが ， cul tur e の多義を外来語カル

チュアの多義と混同してはな らない。 との 説明から「カルチュアが一般に教養と…・・Jと

推理するのは不適切である。 「必要新語辞典」の「教養」は教養 B' かと思はれるが， í組

織的教育」と 説明されると ， 教養AIζ属するとしか考へられない。 極く通俗的な辞書の検

索も有益であるが， 本格的な辞書を十 分に調べる事も必要である。

最近の英和辞書のーっとして， í小学館英和中辞典J(昭和 5 5年) を引 用してお かう。

cult ivat io n に íl耕作 [栽培， 培養， 育成， 教化] ( されている状態) ， 2教養， 修養 ，

洗練 ， 上 品Jとあるが ， 2の項 のみでは「教養」が教養 B'である事が確認されなくても，

1 の項との対 照でその事が推定 出来るであらう。 cu ltur eにはí 1 (個人の) 教養， 洗練i

(社会の) 文化度; ( 芸術 ・ 風習などの )精華0・…・・ 5訓練 ， 修養 ， 教化J とあり， í教養」

が教養 B'である事は更に明かである。

さて， 中国では， 清代 までは「教養」は教養 AIC限られてをり， 1 7 世紀の応偽謙「教

養全書」の教養も例外ではないが， 現代日本語の「教養」を模した 用法も見られるに至っ

てゐる。 日双辞典 (19 59年) は「教養」を「①教育i ②教養 ， 素 養」と訳してゐるが ， 乙

の「素 養」 も日本 語的 用法に由来する用語である。 「教養J Iζ就て， 双 語詞典は「調教導

養育」とのみ記すのに対して. 中 文大辞典は「付調教導養育也同謂人 有修養也」と記して

ゐる(同が 新義1<:当るが， 説明不十分 )。 英漢辞書には動詞としての「教養」の訳語は見

られるが(í教養者」の例も合む) ， 名詞としての「教養」は見当 らない (191 5年「英撃合

解辞業」では， 動詞の cultu r e にの み「教養「の沢を使用 )。 漢 英辞書では， 例へば， 1 977 

年刊の Chi nes e -English Di ct io nary of Co nt em porary Usa ge (W e n-Sh un Chi) に(to

edu cat e a nd bri ng u p; cul tur e， edu cat io n a nd r ear i ng.) とある如く， 教養Aと解する

82 



(10 )  人間・教養の語誌

の が例である。 中国語では， 1教養 J (教養A) は「教育J IC.比して俗語的性格が強い。

尚， 進藤I栄子IU'教養』の語史J (1言語生活」昭和48年10月) も参照 が望まれる。

注 1 culture はラテン語cultura IC， cultivate， cultivation はラテン語 cultus IC由来

し， culturaとcultus は同源。 独語Kulturや仏語culture もculturaIC由来。

注2 日本国語大辞典は， 教育IC就て「①(・ する)知識を与え， 個人の能力を伸ばすた

めのいとなみo • • . • • •  ②①を受けた結果， 身についたもの。「教育があるJ 1教育がな

い」の形で用いる。」と記してゐる。 確かに②の様な解釈が出来ない事はないが， 他

の国語辞書がかかる解釈を記さない'p:からも分る様iζ， ①の特殊な例と解する方が自

然である。「無教育J (有教育とは言はぬ)は「教育のない」を漢語めかしたものであ

って， 中国語では没受教育 ・ 不受教育と育ふ。
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